
★開催日 令和元年8月3日（土）
★時 間 17時30分から20時まで
★会 場 広瀬文化センター

屋外特設ステージ
★来場者 延べ1,800人

▶ 2019レポート

新時代 令和 となって初めての夏ですが、長雨が続いた
のも嘘のように、コンサート当日は晴れ晴れとした気持
ちの良い夏日となりました。文化や芸術のもつ“癒し”
の力と民俗芸能 による“郷土愛”によって、地域の絆を
深めることを願い、12回目のひろせサマーナイトコン
サートを開催しました。

真夏の夜空、鮮やかに光り輝く天の河に導かれるステー
ジでは、地域の音楽グループのコーラスやダンス、ジャ
ズ演奏、そして、民俗芸能団体による演舞など様々な音
楽パフォーマンスをお楽しみいただきました。

お祭りに欠かせないのが、美味しい食べ物やちょっとし
たお楽しみ。地元町内会さんなどの出店では焼きそばや
焼き鳥、カレーライスなどの美味しそうな香りがお祭り
気分を盛り上げてくれました。また、お楽しみコーナー
では子どもも大人もとすけや水ヨーヨー遊びを夢中に
なって一緒に楽しみ、親子の絆や友情がさらに深まった
のではないでしょうか。

今年は、お楽しみコーナーの充実を目指して、輪投げ・
とすけ景品コーナーを設けました。また、昨年はお子さ
んが十分楽しめる場をと言う声にお応えして、伝承あそ
びコーナーを設けました。ささやかながら花火の打ち上
げや第501軍団との記念撮影など、「もっと楽しんでい
ただきたい。喜んでいただきたい。」という一工夫の気
持ちをもって開催してまいりました。

地域の様々な方の協力により、本コンサートを盛り上げ
ていただいています。地域の皆様にも夏の風物詩として、
毎年楽しみにしていただいているのではないでしょうか。
出演された方やご来場いただた方、皆様に感謝するとと
もに、それぞれに素敵な思い出が出来たことを期待して
います。



司会 ジュニアリーダーＭＲＶＣくまっこ

ジュニアリーダーは中学生や高校生を中心に、子ども会の行事やお祭り、キャ
ンプなど、地域の子どもの行事を応援するボランティア活動を行っています。

ステージスタッフ

開演時間が近づき、出店やお楽しみコーナーを中心に
少しづつコンサートのお客様も来場。

会場内には、お客様が少しづつ訪れて来ていただいています。そんななか、今年もサマーナイト
コンサートは地元ジュニアリーダーのMRVCくまっこの司会で始まります。たっくんとパルム、
そしてテディの３人が涼しげな浴衣姿で登場。元気で息の合った進行で気持ち良くコンサートの
幕は切って落とされました！
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仙台高等学校ダンス部

キレッキレで迫力のダンスで、観客を魅了しました！

Jazz a la mode
–ジャズ・ア・ラ・モード-

艶のある大人の演奏を背景に、今年の熱い夏も静かに暮
れていきます。

オープニングには、映画『ボヘミアン・ラプソ
ディ』が大ヒットし、今、話題のロックバンド
クイーンの名曲『We Will Rock You』が流れ始
め、スモークとともにトップを飾る仙台高等学校
ダンス部が登場しました！

『When You Look At Me』など軽快でダンサ
ブルなナンバーが続きます。「POMPOMS」で
は会場とともに弾けました。仙台高等学校ダンス
部の元気で若さ爆発の踊りに、ドライブ感あふれ
るコンサートのスタートです！

★曲目
『My first kiss』
『When You Look At Me』
『Paris』
『POMPOMS』

まだ暮れきらぬ夏の夕刻。もう少しで闇が訪れ
る白い夏の空って素敵だと思いませんか？そん
な時間にピッタリのサックスの音色が響き、
ジャズ・ア・ラ・モードの演奏が始まります。
十年磨き上げてきたその演奏力は、大人のムー
ドを醸し出します。

ジャズのスタンダードナンバー「Fly Me To 
The Moon」の演奏から始まり、四十代・五十
代の世代には懐かしいSHAKATAKの「Night 
Birds」など多種多彩な4曲、相変わらずの艶や
かな演奏を観せていただきました。

艶めく演奏にあわせるように、今年も夏の夕暮れが訪れます。

★曲目
『Fly Me To The Moon』
『Night Birds』
『枯葉』
『情熱大陸』



M’s one fresh baton
-エムズ・ワン・フレッシュ・バトン-

カッパダ川ダンス部

ムードのあるジャズ演奏に続いては、元気で可愛
らしい子ども達のバトントワリングです。演技す
るエムズ・ワン・フレッシュ・バトンは、落合や
折立地域で、水曜日を中心にバトン練習の活動を
しているグループです。

演目『Show Time』に合わせて、5歳から10歳
のメンバーが笑顔いっぱいで一生懸命踊りました。
会場のお客様の皆さんも思わず目を細めて、笑顔
で手拍子を取っていらっしゃいました。

★曲目
『Show Time』

トレードマークの青いＴシャツで登場した４人
のダンサーは、カッパダ川ダンス部です。地域
に流れるカッパダ川に親しむために誕生した合
唱曲「カッパダ川」をダンスで広めようと結成
されました。毎年、錦ケ丘や上町などの地域の
夏祭りで演技するなど大活躍です。

今年のサマーナイトでは、テンポの良いヒップ
ホップダンス『Born this Way』で観客のここ
ろを掴み、そのあとで二つのバージョンの
『カッパダ川ダンス』を披露しました。

ステージでは、カッパダ川ダンスの振り付けの
レクチャーも行い、観客の皆さんと一緒に盛り
上がりながら、みんなで踊る楽しいステージに
なりました。

一生懸命練習したヒップホップダンスも披露しました。
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★曲目
『Born this Way』
『カッパダ川ダンス』

（2バージョン）



上町南・東・西町内会 大きなポッケ
ひろせ男のクッキング仲間の出店

アトラクションで遊んで楽しんで、ステージで演奏や踊りを鑑賞して、そして、
美味しい食べ物・飲み物に興じる。昔からお祭りに無くてはならないのが屋台
や出店コーナーです。地元の上町南・東・西町内会さんが、焼きそばや焼き鳥、
焼きトウモロコシなどの焼き物、また、涼みたい方にはかき氷や綿菓子を用意
しています。価格もリーズナブル。大人には嬉しい生ビールも販売しています。
毎回あっという間に完売してしまいますが、お腹が空いたらひろせ男のクッキ
ングの定番夏野菜カレーや、大きなポッケさんのお菓子・お弁当もお楽しみい
ただけます。おなか一杯満足して、コンサートも楽しめたかな？
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錦ケ丘連合自治会さんの「お楽しみコーナー」。水ヨー
ヨーやスーパーボールすくいは、子ども達に根強い人気
のコーナーです。新たに設けたとすけや輪投げの景品
コーナーも好評で、新しく増えた楽しみに子ども達の喜
びの笑顔が絶えませんでした♪

「子どもが遊べるコーナーを」との声にお応えし、
昨年から水の森公園を拠点に活動するみどり十字
軍さんの協力を得て「子ども遊びコーナー」を設
けました。昔ながらの木工工作のパチンコ、ガリ
ガリ、とんぼやぱたぱたなど、子ども達にはもち
ろん、大人の皆さんにも懐かしいと大人気でした。

お楽しみコーナー＆
子ども遊びコーナー

大人気の綿あめ。最後まで行列が絶えませ
んでした。
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仙台藩主 伊達政宗公の兜をモチーフにデザ
インされたヘルメットを纏い、いよいよ、今
年も宇宙空間のはるか彼方から、この方達が
愛子へ舞い降りてきました。

第501軍団の出現です！登場前から追っか
けられるほど、子ども達に大人気。ロビーで
ちびっ子達と記念撮影に応じてくれました♪

第501軍団またまた現る！

ちびっ子達が第501軍団との記念撮影に興奮冷め
やらぬ間に、少しずつうっすらと茜色の空が顔を
のぞかせ、日が暮れ始めました。

しなやかで、優雅なレフア広瀬のフラの舞いが始
まりました。南国ハワイのような異国情緒たっぷ
りの雰囲気が広がり、演目に合わせ、ステージも
ゆっくりと穏やかな時間を紡いでいきます。

レフア広瀬

大人気の彼らは、子ども達とのハイタッチ
にも気持ち良く応じてくれました♪
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★曲目
『ブルーハワイ』
『ケアラ・ビューティ』
『カウアノエ・アヌヘア』



リリーズコーラス

サマーナイトコンサートと言えば天の河。日が
暮れて、頭上に“サマナイミルキーウェイ”の
輝きが増し始めた頃、大人の美しいハーモニー
でいつも私達を魅了してくれる歌姫、リリーズ
コーラスの歌が始まりました。

今回のステージは、歌姫伝説情念編と言うこと
で、『つぐない』や『天城越え』と言った愛憎
劇をテーマにした曲のメドレーを中心に、素晴
らしいハーモニーを聴かせていただきました。

歌には不思議な力があります。歌を聴くと思い
起こされる情景であったり、力尽きそうなとき
に次へのステップになったり、それは歌が人の
心の糧だからではないでしょうか。それをハー
モニーというかたちで、素敵に昇華できるのは、
長年積み重ね磨いてきた演者自身の魅力に他な
りません。

ひろせすずめっ子

南国ハワイのような異国情緒たっぷりの雰囲
気から一転。軽快な笛や小太鼓のお囃子が鳴
り響き、夏祭りの雰囲気へと変わりました。

続いては、地元仙台の舞いであるすずめ踊り
のひろせすずめっ子の舞いです。結成18年目
の今年も、青葉まつり子すずめコンテストで
『いろはひめ賞』を受賞した元気いっぱいの
舞いを披露していただきました。

後半はひろせすずめっ子の皆さんのレク
チャーで観客の皆さんも参加して一緒にすず
め踊りを踊り、ステージと会場が一体となっ
ての盛り上がりとなりました。

可愛らしい子すずめ達の舞い。そして色鮮やかな衣装に軽快なお囃
子。一気に日本の夏祭りの雰囲気が高まります。

★曲目
『北酒場』『ハウルの動く城』

歌姫伝説(情念編)メドレー
『みだれ髪』『つぐない』『恋におちて』『天城越え』
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西部広陵太鼓

残す演目もあと二つ。コンサートも終盤に近づき
ました。ダンスや演奏、そしてコーラスと様々な
ジャンルの音楽ステージが続き、後半は伝統芸能
と創作芸能による地域の民俗芸能です。

田の神にその年の豊作を祈るとともに、地域の親
睦交流も目的としてこの地で踊られてきた伝統芸
能「愛子の田植踊」。愛子の田植踊保存会と愛子
の田植踊サポータークラブが披露します。

お囃子（はやし）から始まり「いれは」、「手拍子
（てびょうし）」、「鈴拍子（すずびょうし）」、「扇拍
子（おおぎびょうし）」、「銭太鼓（ぜにだいこ）」、
「跳太鼓（はねだいこ）」の6つの踊りで構成され、
それぞれ見どころがあります。

最近では、広瀬市民センターの講座をきっかけに
踊りを覚えた子ども達も活動を頑張っており、世
代を超えてつながる伝統芸能は素晴らしいものが
あります。

伝統芸能は地域の宝。みんなで守り伝えていきましょう。

ひろせサマーナイトコンサートもいよいよ最後のステージとなりました。地元の「定義如来夏
まつり」での演技のすぐその後に、そのままの熱い気持ちで駆けつけていただいた西部広陵太
鼓の創作太鼓の演奏です。西部広陵太鼓はこれまで、上愛子や熊ヶ根、大倉の太鼓文化が根付
いた地域で、まちの絆づくりや活性化を目指して活動してきました。

収穫の喜びをイメージした『広陵囃子（こうりょうばやし）』や、里の豊作、この地域に恵を与えて
くれた神々に、感謝の祝詞を捧げる『祭祀詞（さいしぶみ）』など3曲を披露しました。元気な掛け
声とどこかコミカルで軽快な笛の音色。お祭り雰囲気満点になりながらも、空気が揺れるよう
な迫力の力強い太鼓の演奏でコンサートのラストを締めくくりました。

愛子の田植踊保存会・
愛子の田植踊サポータークラブ

肌に伝わるようなダイナミックで迫力満点の演奏でした。

★演目
『広陵囃子～里に秋』
『曲水の結』
『祭祀詞』



新たな時代 令和 が始まり、初めて迎える夏。ひろせサマー
ナイトコンサートは、皆さんに十分お楽しみいただけたで
しょうか。ステージプログラムが全て終わっても、拍手を送
り続けてくれる親子連れのお客様がたくさんいらしたことが
大変印象的でした。

この日の出来事が、子どもの頃の懐かしい思い出として、ま
た家族の絆となる大切な記憶として、皆さんの胸の片隅に残
れば幸いです。ご来場いただきました皆様、誠にありがとう
ございました。また、来年お会いしましょう。

広瀬文化センター
広瀬市民センター

（写真協力）
阿部 啓二さん


